















































い畑（図 3 ）、果樹園の 3 種類に分類した。空き地については、管理の有無（図























































































































































































林地と耕作地の減少である。林地A ′、林地B ′の約1/2が減少し、林地C ′に至
ってはその原形をとどめていない。耕作地についても、1961年の土地利用図































































ては、図 8 に示されたように、図 7 から図 6 にかけての土地利用変化の際に、
特にリッジが場所により切り盛りされていることが分かる。植生については、
より変化が明瞭である。文献や図 7 のソースとなった空中写真の判読からも、
1961年段階では、砂堤列上には松林、おそらく防風・防潮林としてのクロマ
ツが優占していたと考えられる。そして、落葉落枝は近隣集落・農地におい
て、燃料・肥料としても活用されていたものと推察される。しかし本研究で
の現地調査では、前述したように、海岸地帯の潜在自然植生であるウバメガ
シや街路樹としてもさかんに用いられるクスノキ、鳥類散布のエノキ、ムク
ノキ、生垣としてよく用いられるイヌマキなどに相観植生が遷移しているこ
とが判明した。海岸埋め立て後、クロマツ林の防潮林としての機能性が薄れ
るとともに、周辺宅地化の進行および燃料革命により生物資源としての価値
も喪失し、管理がなされなくなり植生遷移が進行したことが推察される 8 ）。
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3.5. 登記簿による土地所有面からの土地利用変化要因分析
図 7〜9 を比較検討する中で抽出した特徴的な土地利用変化区域について、
その土地登記簿を図10〜12として示す。図10は、1961年段階では林であり、
その後切り土され、本研究での現地調査では新住宅として確認された区画の
登記簿である。これをみると、不動産登記上の地目は現在でも畑となってい
る。また、妻子に相続移転されたものの、最終的に一括転売され、宅地化さ
れたことが推察される。つまり、砂堤上の林が切り土により畑地となり、そ
の後相続により細分化されたものの、共有者による一括売却が行われた後に
宅地化され、未登記となっている状態であると考えられる。そして、図10に
代表されるような切り土造成で産出された残土により堤間湿地が埋め立てら
れ、畑地活用されるようになったと推測される。図11はその一例であり、現
地調査時には駐車場として確認した区画である。ここでも地目上は未だに畑
であるが、宅地化することを見越して駐車場利用がなされているものと考え
られる。
図10　対象地域における登記簿の例1：
切り土区画の現新住宅
図11　対象地域における登記簿の例2：
盛り土区画の現駐車場
内陸化した砂州地形の土地利用変化
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残存林地の登記簿（図12）は非常に
興味深いものであった。この土地の
所有権は、昭和22年12月26日に戦時
補償特別税物納許可として、農地解
放の一環として農林水産省が引き取
ったが、その後長らく放置され、平
成28年 1 月29日に至って財務省に移
管された。そして地目は宅地となっ
ている。このことから、当初から開
発意図も、グリーンインフラとして
の活用意図も乏しく、漫然と維持さ
れてきたことが想起される。元来防
潮林として活用されていた砂堤列上
の土地が、戦後の混乱の中、農林水
産省所管で物納され、海岸部の埋め
立てによる防風・防潮機能の必要性
の低下も加わり、現在に至っている。積極的なグリーンインフラストラクチ
ャーとしての活用意図はなく、結果的に残存することとなった公有地の林地
であると推察された。
4. まとめ
本研究では、1961年と2017年の土地利用図を作製し、土地条件図と比較し
た。そして、文献・登記簿、相観植生の現地調査結果も加え、海岸部の埋め
立てにより内陸化した砂州地形の土地利用変化の要因を考察した。明らかに
なった点を以下に列記する。
◦ 農村的土地利用から都市的土地利用への転換は、旧集落に近く、比較的地
盤が高く安定している内陸側の土地から進められ、土地利用の混在化が進
んだ。
◦ 登記簿分析からも、畑地の相続時に所有細分化が生じ、農地・宅地の混在
図12　対象地域における登記簿の例3：
残存林地
   14 
化に拍車をかけたものと考えられた。
◦ 砂堤列については、一部は切り土開発がなされ、その残土も活用して近傍
の堤間地が埋め立てられ、開発に供されたことが推定された。
◦ 2017年段階でも比較的原形をとどめて残存している砂堤列上の林地につい
ては、その相観植生はクロマツ林からウバメガシ、クスノキ、エノキ、ム
クノキ、イヌマキなどに遷移していることが判明した
◦ そうした残存林地の中には、戦後農地解放時に物納され、保全計画的意図
もなく農林水産省により近年まで保有され、財務省に地目としては宅地と
して移管されたものが含まれることが分かった
現地調査時にも多くの宅地開発現場が確認されたことから、生産緑地法の
期限もふまえ、今後も農地転用が進んでいくことが危惧される。人口が停滞・
減少し、空き家問題が注目される中、安定した高地盤の砂堤列と偶然にも残
存してきた林地を有する当該地域においては、これ以上の開発を抑制してい
く方向性が望ましい。実際に2015年に、図 6 中で指摘した林地Aの一部国有
地が、地元請願をうけて「古屋特別緑地保全地区」として特別緑地保全地区
に指定されることとなった 9 ）。遅まきながら、塩漬けにされていた砂堤列公
有林地が、防災・都市緑地の観点から保全される道筋がついたのである。今
後とも、こうした制度を活用し、積極的に公有地のみならず私有地について
も貴重な残存緑地としての保全を検討していくことが望まれよう。
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